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報道機関 各位 

国立大学法人東北大学 

「はばたく若手支援事業」

2025 年度採択課題を発表 
〜若手研究者の新たな知の創出を支援〜

【発表のポイント】 

● 東北大学は、若手研究者の躍進を支える新たな学内事業の一つとして

2024年度より「はばたく若手支援事業」を実施しています。

● 2 年目となる 2025 年度は、7 名の若手研究者を採択しましたので、採択

テーマと共にお知らせします。

● 本事業の特色は、研究支援者である URA が若手研究者に伴走し、外部資

金の獲得等の様々なニーズに寄り添い、さらなる研究の発展を支えてい

く点です。



【概要】 

 国立大学法人東北大学（所在地：宮城県仙台市、総長：冨永 悌二、以下

「東北大学」）は、2021年 4月より「若手躍進イニシアティブ（注 1）」を謳い、

若手研究者が躍進する大学として、様々な取り組みを行ってまいりました。

2024 年 11 月には、文部科学省により国際卓越研究大学（注２）の認定を受け、

研究の卓越性と共に多様性を力とし、未来を変革する社会価値の創造に取り

組んでいます。 

東北大学は 2024年度より若手研究者の躍進を支える新たな学内事業の一つ

として、「はばたく若手支援事業」を実施しています。本事業は、全ての分

野の東北大学の若手研究者（博士号取得後 8 年未満）を対象とし、その独創

的な研究活動のみならず、新たな研究領域の開拓や融合研究の創出に資する

ネットワーキングについても支援を行うものです。

本事業の特色は、研究支援者である URA（ University Research 

Administrator 注 3））が若手研究者に伴走し、外部資金の獲得等を含めて様々

なニーズに寄り添い、さらなる研究の発展を支えていく点です。  

URA による各種支援には、申請書作成等の外部資金獲得支援、より大きな

社会的・学術的インパクトの創出を期待した異分野ネットワーキング・チー

ムアップ支援、学内外の設備利活用支援、研究成果の活用の形態や手法の検

討支援、学内外の制度や拠点を利用した研究推進の支援等が挙げられますが、

これに限るものではありません。本事業では、URA の支援によってさらなる

発展が見込まれる若手研究者に対して、より大きな成果の早期創出を促し、

若手研究者の PI（研究ユニット主宰者）としての研究マネジメント力向上を

支援します。

 2 年目となる 2025 年度は、全学から 57 件の応募をいただき、審査委員会

による厳正な審査の結果、表１に示す 7件の採択を決定しました。 

また、残念ながら不採択となった若手研究者に対しても、希望する場合に

は、URA との個別面談を行うなど、今後に向けたフォローアップ支援を予定

しています。 

東北大学は、今後も世界トップレベルの研究成果の創出に向けて、若手研

究者に対する研究支援体制・制度の充実を含め、様々な取り組みを行ってま

いります。 

なお、本事業は、第一三共株式会社「はばたく次世代」応援寄付プログラ

ムの支援を受けて実施しております。



表１．採択課題一覧 

氏名 所属 職位 採択課題 

Yizhou 

Zhang 

CRC-MS,  

Advanced Institute 

for Materials 

Research 

Associat

e 

professo

r 

Nanostructured Chiral-

Selective Membranes for 

Enhanced Purification of 

Single-Enantiomer 

Therapeutics 

王 佳婕 環境科学研究科 助教 
バイオマス灰と CO2 の有効活用

による資源循環型技術の創出 

辻 勲平 工学研究科 助教 

Eco-DRR に資する数値森林学の

開拓：樹木に秘められた防災機

能と流木化の解明 

Aakanksha 

Sud 

学際科学フロンティア

研究所 
助教 

将来の省エネルギー電子技術に

向けた原子層磁性体における電

流による磁性状態制御 

佐藤 信一 医学系研究科 助教 

新生児敗血症の早期発見に向け

た挑戦：ビデオカメラを用いた

末梢灌流指数の有用性 

Sonia 

Mahmoudi 

Advanced Institute 

for Materials 

Research 

Assistan

t 

professo

r 

Fusion of Topology, AI and 

Mechanics for Weave Design 

篠﨑 基矢 材料科学高等研究所 特任助教 
超伝導体超薄膜 による 新原理

トランジスタの創製 

 

  



【用語説明】 

注1. 若手躍進イニシアティブ 

東北大学が新たな価値創造に向けて破壊的イノベーションの創出に果敢に挑

戦する人材を輩出するため、若手研究者が躍進することを目指す総合的な施

策です。 

https://www.bureau.tohoku.ac.jp/yri/ 

 

注2. 国際卓越研究大学制度 

国際卓越研究大学制度とは、国際卓越研究大学の研究及び研究成果の活用の

ための体制の強化に関する法律（令和４年法律第 51号）により、国際的に卓

越した研究の展開及び経済社会に変化をもたらす研究成果の活用が相当程度

見込まれる大学を国際卓越研究大学として認定し、当該大学が作成する国際

卓越研究大学研究等体制強化計画に対して、大学ファンドによる助成を実施

するものです。 

https://www.tohoku.ac.jp/japanese/2024/12/news20241224-ex.html 

 

注3. URA 

大学等研究機関において、研究力活性化のための分析・推進・管理・支援お

よび利活用等の業務、いわゆるリサーチ・アドミニストレーション業務に携

わる人のことを指します。その業務や役割は組織によって多様であり、近年

特に大学組織においては研究の安全保障管理、多様なステークホルダーとの

協働支援等、よりその重要性の認識が高まっています。東北大学における

URA は、世界レベルの研究力分析手法の導入による研究力向上支援、産学官

連携の推進、外部資金獲得支援、特定領域・部局・拠点支援等の様々な活動

を行い、指定国立大学認定等、各種成果創出に貢献しております。 

※東北大学 研究推進・支援機構 リサーチ・マネジメントセンター 
https://ura.tohoku.ac.jp/ 

 

【参考リンク】 

第一三共株式会社「はばたく次世代」応援寄付プログラム 

https://www.daiichisankyo.co.jp/about_us/habataku/ 

 
 

 

【問い合わせ先】 

東北大学 研究推進・支援機構 

リサーチ・マネジメントセンター内 

はばたく若手支援事業事務局 

Email: ura-support@grp.tohoku.ac.jp 

https://www.bureau.tohoku.ac.jp/yri/
https://www.tohoku.ac.jp/japanese/2024/12/news20241224-ex.html
https://ura.tohoku.ac.jp/
https://www.daiichisankyo.co.jp/about_us/habataku/

